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第 73 回国民体育大会 中国ブロック大会 

バ レ ー ボ ー ル 競 技 

（ビーチバレーボール種目） 

 

代 表 者 会 議 次 第 

 

日 時：平成３０年 ７月２２日（日）９：５０～  

場 所：萩市 菊ヶ浜 特設ビーチバレーボールコート 

                参加者：参加各チーム並びに監督 

大会主催者主要役員 

 

 

１  開 式 通 告 

 

２  あ い さ つ 

 

３  競 技 上 の 注 意 

 

４  諸 連 絡 

 

５  閉 式 通 告 

 

 

 

 

※閉会式について 

・各コートの準決勝・決勝戦終了時に、１～３位までの表彰を行い、 

 閉会式は行わない。 
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09：30～

09：50～

10:30～ 1 島根県 ⅤＳ 岡山県 鳥取県 ⅤＳ 山口県

11：30～ 2 鳥取県 ⅤＳ 山口県 島根県 ⅤＳ 広島県

12：30～ 3 A１勝者 ⅤＳ 広島県 B１勝者 ⅤＳ 岡山県

14：30～ 4

※試合球

男子 ミカサ（ＶＬＳ300）

女子 モルテン（V5Ｂ5000）

※練習会場の使用については、各チームで話し合ってご使用下さい。

競　技　日　程
【期日】平成30年7月22日（日）

                  【会場】萩市菊ヶ浜　特設ビーチバレーボールコート

時　　間
試
合
順

男　　子　　 女　　子

備　　考

Ａコート Ｂコート

受　　　付

代表者会議

決勝戦 決勝戦

09：30～

09：50～

10:30～ 1 島根県 ⅤＳ 岡山県 鳥取県 ⅤＳ 山口県

11：30～ 2 鳥取県 ⅤＳ 山口県 島根県 ⅤＳ 広島県

12：30～ 3 A１勝者 ⅤＳ 広島県 B１勝者 ⅤＳ 岡山県

14：30～ 4

※試合球

男子 ミカサ（ＶＬＳ300）

女子 モルテン（V5Ｂ5000）

※練習会場の使用については、各チームで話し合ってご使用下さい。

競　技　日　程
【期日】平成30年7月22日（日）

                  【会場】萩市菊ヶ浜　特設ビーチバレーボールコート

時　　間
試
合
順

男　　子　　 女　　子

備　　考

Ａコート Ｂコート

受　　　付

代表者会議

決勝戦 決勝戦
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5 広 島 県

B－２ 11:30～　

2 鳥 取 県

B－１　10:30～　

B－４ 14:30～　

3 山 口 県

5 山 口 県

１　女子　　萩市菊ヶ浜海水浴場　特設ビーチバレーコート

1 岡 山 県 4 島 根 県

B－３ 12:30～　

Ａ－２ 11:30～　

2 島 根 県

Ａ－１　10:30～　

Ａ－４ 14:30～　

3 岡 山 県

第７３回国民体育大会バレーボール競技中国ブロック大会
　ビーチバレーボール種目男女組合せ

【期日】平成３０年７月２２日（日）

１　男子　　萩市菊ヶ浜海水浴場　特設ビーチバレーコート

1 広 島 県 4 鳥 取 県

Ａ－３ 12:30～　
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男子 女子

背番号 氏　　　名 背番号 氏　　　名

① 福原　大樹 ① 井山　栞

2 上野城　将志 2 重親　亜依

男子 女子

背番号 氏　　　名 背番号 氏　　　名

① 松本　大翼 ① 舩岡　絵里

2 前田　勇希 2 増田　久子

男子 女子

背番号 氏　　　名 背番号 氏　　　名

① 井上　聡 ① 高橋　幸代

2 長山　将史 2 真田　多津恵

男子 女子

背番号 氏　　　名 背番号 氏　　　名

① 有本　一哉 ① 三木　庸子

2 大本　康起 2 菅原　和子

男子 女子

背番号 氏　　　名 背番号 氏　　　名

① 佐々木　宣宏 ① 山根　桃子

2 安田　和男 2 佐々木　琉那

彦島製錬㈱ 山口県ビーチバレー連盟

下関商業高等学校(教) 下関商業高等学校

山　口　県　選　手　団

監　督　名 竹下　光治 監　督　名 渡邉　善行

所　　　　属 所　　　　属

所　　　　属 所　　　　属

福山中学校（教） 豊中市役所

広島中学校（教） 宮ケ瀬中学校（教）

監　督　名

岡　山　県　選　手　団

監　督　名 監　督　名

広　島　県　選　手　団

監　督　名 監　督　名

所　　　　属

品川リラクトリーズ 柳月堂

小林　明子

島　根　県　選　手　団

栗栖　泰裕 西本　重雄

㈱ＫＵＢＯＸＴ岡山営業所 日本郵政㈱玉島天満郵便局

監　督　名 藤原　将己 監　督　名

所　　　　属

米山　広起 小幡　堅一

所　　　　属

AIG富士インシュアランスサービ
ス（株）

子育て長田こどもクリニック

所　　　　属

松本雅人土地家屋調査士事務所

米子養護学校（教）

山﨑　幹雄

鳥　取　県　選　手　団

監　督　名 松本　斉

所　　　　属

大社高等学校

大社高等学校

所　　　　属

三刀屋高等学校(教)

吉賀高等学校(教)

AIG富士インシュアランスサービス（株）
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【競技に関する確認事項】（案） 

 

１ 競技規定 

（１） 2018 年度公益財団法人日本バレーボール協会 2人制ビーチバレーボール競技規則

により実施する。 

 

２ 競技方法 

（１）トーナメント戦方式とし、全試合スリーボールシステムで行う。 

（２）試合は、２１点３セットマッチで行い、第 1、第 2セットとも２０対２０の同点の

場合は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限は

ない。第 3 セットは１５点とし、第 1、第 2 セット同様に１４対１４の同点の場合

は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限はない。 

（３）試合球は、男子・ミカサ製（ＶＬＳ300）、女子・モルテン製（ＢＶ5000）とする。 

 

３ 競技時間 

（１）試合前までのスケジュール 

①９時３０分～ ８時４５分  大会受付 

②９時５０分～１０時００分  代表者会議 

（２）試合開始時間 

①１０時３０分～ 第１試合開始 

 ②１１時３０分～ 第２試合開始 

 ③１２時３０分～ 第３試合開始 

 ④１４時３０分～ 決勝戦 

 設定時間が過ぎた場合の試合間は、公式練習を含め１０分とする。 

（３）前の試合が終了し、次の試合のマッチプロトコールまでの間、当該試合の出場チー

ムは、コートを使用した練習をすることができる。但し、他のコートが試合中の場

合は、ボールの使用を制限することがある。 

（４）公式ウォームアップは、両チーム合わせて３分間行う。 

 

４ 競技の服装 

（１） 2018 年度のユニフォームの規定を適用する。 

 

５ その他 

（１）その他、変更等は、大会本部で決定し、直ちに各チームにお知らせする。 

【競技に関する確認事項】 

 

１ 競技規定 

（１） 2018 年度公益財団法人日本バレーボール協会 2人制ビーチバレーボール競技規則

により実施する。 

 

２ 競技方法 

（１）トーナメント戦方式とし、全試合スリーボールシステムで行う。 

（２）試合は、２１点３セットマッチで行い、第 1、第 2セットとも２０対２０の同点の

場合は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限は

ない。第 3 セットは１５点とし、第 1、第 2 セット同様に１４対１４の同点の場合

は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限はない。 

（３）試合球は、男子・ミカサ製（ＶＬＳ300）、女子・モルテン製（ＢＶ5000）とする。 

 

３ 競技時間 

（１）試合前までのスケジュール 

①９時３０分～ ８時４５分  大会受付 

②９時５０分～１０時００分  代表者会議 

（２）試合開始時間 

①１０時３０分～ 第１試合開始 

 ②１１時３０分～ 第２試合開始 

 ③１２時３０分～ 第３試合開始 

 ④１４時３０分～ 決勝戦 

 設定時間が過ぎた場合の試合間は、公式練習を含め１０分とする。 

（３）前の試合が終了し、次の試合のマッチプロトコールまでの間、当該試合の出場チー

ムは、コートを使用した練習をすることができる。但し、他のコートが試合中の場

合は、ボールの使用を制限することがある。 

（４）公式ウォームアップは、両チーム合わせて３分間行う。 

 

４ 競技の服装 

（１） 2018 年度のユニフォームの規定を適用する。 

 

５ その他 

（１）その他、変更等は、大会本部で決定し、直ちに各チームにお知らせする。 

【競技に関する確認事項】 

 

１ 競技規定 

（１） 2018 年度公益財団法人日本バレーボール協会 2人制ビーチバレーボール競技規則

により実施する。 

 

２ 競技方法 

（１）トーナメント戦方式とし、全試合スリーボールシステムで行う。 

（２）試合は、２１点３セットマッチで行い、第 1、第 2セットとも２０対２０の同点の

場合は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限は

ない。第 3 セットは１５点とし、第 1、第 2 セット同様に１４対１４の同点の場合

は、どちらかのチームが２点リードに達するまで競技は続行され、得点制限はない。 

（３）試合球は、男子・ミカサ製（ＶＬＳ300）、女子・モルテン製（ＢＶ5000）とする。 

 

３ 競技時間 

（１）試合前までのスケジュール 

①９時３０分～ ９時４５分  大会受付 

②９時５０分～１０時００分  代表者会議 

（２）試合開始時間 

①１０時３０分～ 第１試合開始 

 ②１１時３０分～ 第２試合開始 

 ③１２時３０分～ 第３試合開始 

 ④１４時３０分～ 決勝戦 

 設定時間が過ぎた場合の試合間は、公式練習を含め１０分とする。 

（３）前の試合が終了し、次の試合のマッチプロトコールまでの間、当該試合の出場チー

ムは、コートを使用した練習をすることができる。但し、他のコートが試合中の場

合は、ボールの使用を制限することがある。 

（４）公式ウォームアップは、両チーム合わせて３分間行う。 

 

４ 競技の服装 

（１） 2018 年度のユニフォームの規定を適用する。 

 

５ その他 

（１）その他、変更等は、大会本部で決定し、直ちに各チームにお知らせする。 
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【審判に関する確認事項】（案） 

１． 2018 年度公益財団法人日本バレーボール協会２人制ビーチバレーボール競技規則に

より実施する。 

 

２． 競技方法は、トーナメント方式とし、全試合３セットマッチで、マッチプロトコー

ル方式で行う。 

（１） コートスイッチは、両チームの得点合計が７点（第 1,2 セット）及び５点（第 3セ

ット）の倍数になるたびにコートスイッチをする。 

（２） タイムアウトは、各セット１回（30 秒間）とする。また、第１、第２セットにお

いて、両チームの得点合計が２１点に達した時は、３０秒間のテクニカルタイムア

ウトを適用する。 

（３） インターバル（セット間の時間）は、各セット１分間とする。 

 

３ 公式ウォームアップの際には、エントリーされた選手と監督のみが、競技エリア内に

入ることができる。 

 

４． 監督に関する規定 

（１） チームは、監督１人を置き、必ずチームベンチにいなければならない。 

（２） 監督は、公益財団法人日本バレーボール協会が定める資格を有する者でなければ

ならない。 

（３） 監督は、ビーチバレーボール競技規則に精通し、チームキャプテンとともにチー

ムメンバーの行為や規律に責任を持つ。 

５． 監督は、次の権限を持ち、また義務を負う。 

（１） 試合開始前、記録用紙の監督サイン欄にサインしなければならない。 

（２） 監督は、マッチプロトコール時（コイントス時）までに競技エリアにいなければ

ならない。また、監督が試合の途中で競技エリアを離れた場合、試合終了まで再

び競技エリアに戻ることはできない。 

（３） 監督は、公式ウォームアップに参加することができる。 

（４） 監督は、試合中、チームベンチに座る。立って指示または声援を送ることはでき

ない。また、チームサイドがコートスイッチにより入れ替わる際には、監督もそ

の都度ベンチを移動しなければならない。 

（５） 監督は、試合中、次の場合に限ってチームベンチにおいてチームメンバーに指示

することができるが、これ以外の権限は有しない。また、審判員に公式ハンドシ

グナルを示し、口頭でタイムアウトを要求することができる。 

① タイムアウト時 ②テクニカルタイムアウト時 ③インターバル時 

【審判に関する確認事項】 

１． 2018 年度公益財団法人日本バレーボール協会２人制ビーチバレーボール競技規則に

より実施する。 

 

２． 競技方法は、トーナメント方式とし、全試合３セットマッチで、マッチプロトコー

ル方式で行う。 

（１） コートスイッチは、両チームの得点合計が７点（第 1,2 セット）及び５点（第 3セ

ット）の倍数になるたびにコートスイッチをする。 

（２） タイムアウトは、各セット１回（30 秒間）とする。また、第１、第２セットにお

いて、両チームの得点合計が２１点に達した時は、３０秒間のテクニカルタイムア

ウトを適用する。 

（３） インターバル（セット間の時間）は、各セット１分間とする。 

 

３ 公式ウォームアップの際には、エントリーされた選手と監督のみが、競技エリア内に

入ることができる。 

 

４． 監督に関する規定 

（１） チームは、監督１人を置き、必ずチームベンチにいなければならない。 

（２） 監督は、公益財団法人日本バレーボール協会が定める資格を有する者でなければ

ならない。 

（３） 監督は、ビーチバレーボール競技規則に精通し、チームキャプテンとともにチー

ムメンバーの行為や規律に責任を持つ。 

５． 監督は、次の権限を持ち、また義務を負う。 

（１） 試合開始前、記録用紙の監督サイン欄にサインしなければならない。 

（２） 監督は、マッチプロトコール時（コイントス時）までに競技エリアにいなければ

ならない。また、監督が試合の途中で競技エリアを離れた場合、試合終了まで再

び競技エリアに戻ることはできない。 

（３） 監督は、公式ウォームアップに参加することができる。 

（４） 監督は、試合中、チームベンチに座る。立って指示または声援を送ることはでき

ない。また、チームサイドがコートスイッチにより入れ替わる際には、監督もそ

の都度ベンチを移動しなければならない。 

（５） 監督は、試合中、次の場合に限ってチームベンチにおいてチームメンバーに指示

することができるが、これ以外の権限は有しない。また、審判員に公式ハンドシ

グナルを示し、口頭でタイムアウトを要求することができる。 

① タイムアウト時 ②テクニカルタイムアウト時 ③インターバル時 

－ 8－ － 9－



④ラリー終了後次のサービス許可のホイッスルまでの間 

（６） 監督は、試合中、通信機器の利用を含め外部の者と接触してはならない。 

（７） 監督は、チームメンバーであり、試合の遅延行為は規則１６（試合の遅延）が適

用される。その際、公式記録用紙の備考欄に遅延の罰則の内容を記載する。 

（８） 監督の（４）（５）に反した場合を含め不法な行為は、規則２０（不法な行為と

その罰則）が適用される。その際、公式記録用紙の備考欄に不法な行為の内容を

記載する。 

 

 ６ 競技中断（タイムアウト）の要求は、プレーがダブルフォルト（ノーカウント）にな

った場合や試合を中断して遅延に対する罰則を適用した場合には、中断の要求は認め

られない。同一中断中に遅延の罰則を適用された時は、そのチームの中断の要求は認

められない。 

 

 ７ 軽度の不法な行為があった場合は、再発を防止するため、そのチームにゲームキャプ

テンを通じて口頭で警告をする。チームの２回目の軽度の不法な行為については、そ

の該当する選手にイエローカードを示し警告する。 
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